
戸畑区小学校PTA連合会 

学校名 ： 大谷小学校 

事業名称 ： 大谷子ども防災教室 

【 ソフト事業 ・ ハード事業 】 

実施日時 ： 令和５年７月１５日午後０時～午後６時３０分 

場  所 ： 大谷小学校運動場・体育館・プール 

講  師 ： 福岡県警察第二機動隊・戸畑警察署、北九州市消防局・戸畑消防署、 

若松海上保安部 

謝  礼 ： なし 

◇実施の目的

今年は、新型コロナウイルスが５類相当となったことで、例年以上に海やプール、キャンプ等を

行う家庭が増えると想定される中、災害発生時に命を守る行動を意識づけ、不測の事態にはどのよ

うに対応すべきか、公的機関（警察・消防・海保）を活用し教育を行い、防災意識の向上及び技術

の習得を目的とする。 

◇事業の効果

子どもたちは、『警察機動隊による廃車を利用しての救出活動の見学』では日ごろ見る機会のな

い救助機器を使って自動車を破壊して要救助者を救助する様子に興奮し、『消防による地震体験・

救命講習』ではいざという時に活用できるように真剣な眼差しで救命技術を学び、『海上保安庁に

よる水難事故対処訓練』では通常授業では経験することがない着衣状態での入水を行って身体が重

くなることやペットボトル１本でも浮き具となることを学ぶことができた。また、最後には日常で

は口にすることがない防災食を食べて平時からの備えの重要性を認識することができた。 

◇事業写真（数枚添付下さい）

◇事業を振り返って

本事業は、北九州市ＰＴＡ協議会教育財団の単位ＰＴＡ活動活性化推進事業を活用しての開催と

なった。大谷小学校校区は、災害の発生が少ない代わりに防災意識も低く子どもたちが防災に対し

て学ぶ機会は学校教育の場以外では皆無であるため、子どもたちにとっては大変刺激的で防災意識

を高めるには効果的であったことは間違いない。今回は、大谷まちづくり協議会や自治会の役員に

も積極的に見学の声かけを行って見学してもらったため、来年度以降は本校ＰＴＡと地域が一緒に

なって本事業を主催していきたいと構想している。また、今回参加した行政機関とのつながりもで

きたことから、来年度以降も同規模もしくはそれ以上の規模での開催を検討したい。 




